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(57)【要約】
　本発明は、広帯域無線通信システムにおいて資源サイ
ズ及びバーストサイズ基盤のコードブックを用いる資源
割当装置及び方法に関するものである。本発明による端
末の動作方法は、基地局からグループ構成メッセージを
受信する過程と、前記基地局からグループ資源割当メッ
セージを受信する過程と、を含み、前記グループ構成メ
ッセージは、グループ資源割当のために支援されるＮ個
の資源サイズのうち、Ｎより小さいＭ個の資源サイズが
グループ内で支援されることを指示するためのＮビット
の第１ビットマップを含み、前記グループ資源割当メッ
セージは、資源割当が決定された端末に対して該当端末
に割当された資源のサイズを指示する第２ビットマップ
を含むことを特徴とする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端末の動作方法において、
　基地局からグループ構成メッセージを受信する過程と、
　前記基地局からグループ資源割当メッセージを受信する過程と、を含み、
　前記グループ構成メッセージは、グループ資源割当のために支援されるＮ個の資源サイ
ズのうち、Ｎより小さいＭ個の資源サイズがグループ内で支援されることを指示するため
のＮビットの第１ビットマップを含み、
　前記グループ資源割当メッセージは、資源割当が決定された端末に対して該当端末に割
当された資源のサイズを指示する第２ビットマップを含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記第１ビットマップ内の第ｎビットが「１」に設定されている場合、前記「１」に設
定された第ｎビットは、前記Ｎ個の資源サイズのうち第ｎ資源サイズがグループ内で支援
されることを指示することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記Ｎは１６であって、前記Ｍは８であることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　複数の端末に対して資源を割当するための基地局の動作方法において、
　端末にグループ構成メッセージを送信する過程と、
　前記端末にグループ資源割当メッセージを送信する過程と、を含み、
　前記グループ構成メッセージは、グループ資源割当のために支援されるＮ個の資源サイ
ズのうち、Ｎより小さいＭ個の資源サイズがグループ内で支援されることを指示するため
のＮビットの第１ビットマップを含み、
　前記グループ資源割当メッセージは、資源割当が決定された端末に対して該当端末に割
当された資源のサイズを指示する第２ビットマップを含むことを特徴とする方法。
【請求項５】
　前記第１ビットマップ内の第ｎビットが「１」に設定されている場合、前記「１」に設
定された第ｎビットは、前記Ｎ個の資源サイズのうち第ｎ資源サイズがグループ内で支援
されることを指示することを特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記Ｎは１６であって、前記Ｍは８であることを特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項７】
　端末の装置において、
　基地局からグループ構成メッセージを受信して、前記基地局からグループ資源割当メッ
セージを受信する受信機を含み、
　前記グループ構成メッセージは、グループ資源割当のために支援されるＮ個の資源サイ
ズのうち、Ｎより小さいＭ個の資源サイズがグループ内で支援されることを指示するため
のＮビットの第１ビットマップを含み、
　前記グループ資源割当メッセージは、資源割当が決定された端末に対して該当端末に割
当された資源のサイズを指示する第２ビットマップを含むことを特徴とする装置。
【請求項８】
　前記第１ビットマップ内の第ｎビットが「１」に設定されている場合、前記「１」に設
定された第ｎビットは、前記Ｎ個の資源サイズのうち第ｎ資源サイズがグループ内で支援
されることを指示することを特徴とする請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記Ｎは１６であって、前記Ｍは８であることを特徴とする請求項７に記載の装置。
【請求項１０】
　複数の端末に対して資源を割当するための基地局の装置において、
　端末にグループ構成メッセージを送信して、前記端末にグループ資源割当メッセージを
送信する送信機を含み、
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　前記グループ構成メッセージは、グループ資源割当のために支援されるＮ個の資源サイ
ズのうち、Ｎより小さいＭ個の資源サイズがグループ内で支援されることを指示するため
のＮビットの第１ビットマップを含み、
　前記グループ資源割当メッセージは、資源割当が決定された端末に対して該当端末に割
当された資源のサイズを指示する第２ビットマップを含むことを特徴とする装置。
【請求項１１】
　前記第１ビットマップ内の第ｎビットが「１」に設定されている場合、前記「１」に設
定された第ｎビットは、前記Ｎ個の資源サイズのうち第ｎ資源サイズがグループ内で支援
されることを指示することを特徴とする請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記Ｎは１６であって、前記Ｍは８であることを特徴とする請求項１０に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、広帯域無線通信システムに関するもので、特に、広帯域無線通信システムに
おいて資源サイズ及びサーストサイズ基盤のコードブックを用いて資源を割当するための
装置及び方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　次世代通信システムである４世代（４ｔｈ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ、以下「４Ｇ」と称
する）通信システムでは、略１００Ｍｂｐｓの送信速度を用いて多様なサービス品質（Ｑ
ｕａｌｉｔｙ　ｏｆ　Ｓｅｒｖｉｃｅ、以下「ＱｏＳ」と称する）を有するサービスをユ
ーザに提供するための研究が盛んに進められている。その代表的な通信システムがＩＥＥ
Ｅ（Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｏｆ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ　ａｎｄ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ
ｓ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ）　８０２．１６システムである。前記ＩＥＥＥ　８０２．１６
システムは、物理チャンネル（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｃｈａｎｎｅｌ）における広帯域（ｂ
ｒｏａｄｂａｎｄ）送信ネットワークを支援するために直交数端数分割多重（Ｏｒｔｈｏ
ｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ、以下
「ＯＦＤＭ」と称する）／直交周波数分割多重接続（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕ
ｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｔｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ、以下「ＯＦＤＭＡ」と
称する）方式を適用した通信システムである。
【０００３】
　前記ＩＥＥＥ　８０２．１６システムのような広帯域無線通信システムにおいて、基地
局はデータの送受信のために端末に資源を割当する。そして、基地局は、割当された資源
の位置及びサイズ、変調方式、符号化率などの資源割当情報を含むマップ（ＭＡＰ）メッ
セージをダウンリンクチャンネルを介して端末へ送信する。なお、ＭＩＭＯ（Ｍｕｌｔｉ
ｐｌｅ　Ｉｎｐｕｌ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｏｕｔｐｕｔ）記法を適用する場合、適用され
るＭＩＭＯ技術を示すＭＩＭＯ構成（ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）情報が前記マップメ
ッセージに更に含まれる。一般的に、アップリンク通信のための資源割当情報を含むマッ
プメッセージ及びダウンリンク通信のための資源割当情報を含むマップメッセージは、別
に構成されて、一つの資源割当のために要する情報の単位はマップＩＥ（Ｉｎｆｏｒｍａ
ｔｉｏｎ　Ｅｌｅｍｅｎｔ）と呼ばれる。
【０００４】
　通信を行うために前記マップメッセージの送信は必需的である。しかし、前記マップメ
ッセージは、データと競争的に無線資源を占有する。よって、前記マップメッセージの送
信による無線資源の消耗が大きいほど、データの送信のために使用しえる無線資源の量は
減少する。従って、前記マップメッセージは、資源割当のために要する情報を全て渡すこ
とは勿論、最小限の容量を持つように設計されなければならない。すなわち、前記マップ
メッセージによるオーバーヘッド（ｏｖｅｒｈｅａｄ）を最小化するための方案が提示さ
れなければならない。
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　よって、本発明の目的は、広帯域無線通信システムにおいて資源割当情報によるオーバ
ーヘッド（ｏｖｅｒｈｅａｄ）を減少させるための装置及びその方法を提供することにあ
る。
【０００６】
　本発明の他の目的は、広帯域無線通信システムにおいて制限された範囲の資源サイズ（
ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｓｉｚｅ）とバーストサイズ（ｂｕｒｓｔ　ｓｉｚｅ）を対象として
資源割当情報を構成するための装置及びその方法を提供することにある。
【０００７】
　本発明のまた他の目的は、広帯域無線通信システムにおいてグループ資源割当（ＧＲＡ
、Ｇｒｏｕｐ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ａｌｌｏｃａｔｉｏｎ）方式を採用する際、基地局と
端末との間のグループ資源に対するコードブック（ｃｏｄｅｂｏｏｋ）を生成するための
装置及び方法を提供することにある。
【０００８】
　本発明のさらに他の目的は、広帯域無線通信システムにおいてグループ資源割当（ＧＲ
Ａ）方式を採用する際、資源サイズ及びバーストサイズに対するコードブックを用いて資
源割当情報を構成するための装置及び方法を提供することにある。
【０００９】
　本発明のまたさらに他の目的は、広帯域無線通信システムにおいて基地局がコードブッ
クを構成できる全要素に対して羅列したグループ資源構成ビットマップを設定し、これを
介して各要素の使用可否を端末へ送信することによって、限られた形のコードブックを基
地局と端末と間の共有のための装置及び方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　前記目的を達成すべく本発明の第１見地によれば、端末の動作方法は、基地局からグル
ープ構成メッセージを受信する過程と、前記基地局からグループ資源割当メッセージを受
信する過程と、を含み、前記グループ構成メッセージは、グループ資源割当のために支援
されるＮ個の資源サイズのうち、Ｎより小さいＭ個の資源サイズがグループ内で支援され
ることを指示するためのＮビットの第１ビットマップを含み、前記グループ資源割当メッ
セージは、資源割当が決定された端末に対して該当端末に割当された資源のサイズを指示
する第２ビットマップを含むことを特徴とする。
【００１１】
　本発明の第２見地によれば、複数の端末に対して資源を割当するための基地局の動作方
法は、端末へグループ構成メッセージを送信する過程と、前記端末へグループ資源割当メ
ッセージを送信する過程と、を含み、前記グループ構成メッセージは、グループ資源割当
のために支援されるＮ個の資源サイズのうち、Ｎより小さいＭ個の資源サイズがグループ
内で支援されることを指示するためのＮビットの第１ビットマップを含み、前記グループ
資源割当メッセージは、資源割当が決定された端末に対して該当端末へ割当された資源の
サイズを指示する第２ビットマップを含むことを特徴とする。
【００１２】
　本発明の第３見地によれば、端末の装置は、基地局からグループ構成メッセージを受信
し、前記基地局からグループ資源割当メッセージを受信する受信機を含み、前記グループ
構成メッセージは、グループ資源割当のために支援されるＮ個の資源サイズのうち、Ｎよ
り小さいＭ個の資源サイズがグループ内で支援されることを指示するためのＮビットの第
１ビットマップを含み、前記グループ資源割当メッセージは、資源割当が決定された端末
に対して該当端末に割当てられた資源のサイズを指示する第２ビットマップを含むことを
特徴とする。
【００１３】
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　本発明の第４見地によれば、複数の端末に対して資源を割当するための基地局の装置は
、端末へグループ構成メッセージを送信し、前記端末へグループ資源割当メッセージを送
信する送信機を含み、前記グループ構成メッセージは、グループ資源割当のために支援さ
れるＮ個の支援サイズのうち、Ｎより小さいＭ個の資源サイズがグループ内で支援される
ことを指示するためのＮビットの第１ビットマップを含み、前記グループ資源割当メッセ
ージは、資源割当が決定された端末に対して該当端末に割当てされた資源のサイズを指示
する第２ビットマップを含むことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明は、広帯域無線通信システムにおいて制限された範囲の資源サイズ及びバースト
サイズを指示するコードブックを基盤にして資源割当情報を構成することによって、資源
割当情報によるオーバーヘッド（ｏｖｅｒｈｅａｄ）を最小化できるという利点がある。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明による広帯域無線通信システムにおけるフレーム構造を示す図である。
【図２】本発明の実施例による広帯域無線通信システムにおけるグループ資源割当方式に
応じるコードブック基盤の資源割当情報の構成例を示す図である。
【図３】本発明の実施例による広帯域無線通信システムにおけるグループ資源割当方式に
応じるコードブック基盤の資源割当情報を用いるための基地局と端末との間の全動作方法
を示す図である。
【図４】本発明の実施例による広帯域無線通信システムにおけるグループ資源割当方式に
応じるコードブック基盤の資源割当情報を用いるための基地局の動作方法を示す図である
。
【図５】本発明の実施例による広帯域無線通信システムにおけるグループ資源割当方式に
応じるコードブック基盤の資源割当情報を用いるための端末の動作方法を示す図である。
【図６】本発明の実施例による広帯域無線通信システムにおける端末のブロック構成を示
す図である。
【図７】本発明の実施例による広帯域無線通信システムにおける基地局のブロック構成を
示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明の好ましい実施例を添付した図面を参照して詳細に説明する。そして、本
発明を説明するに当たって、関連する公知機能或いは構成に対する具体的な説明が本発明
の要旨を不明確にする恐れがあると判断される場合、その詳細な説明を省略する。
【００１７】
　以下、本発明は、広帯域無線通信システムにおいて資源割当情報によるオーバーヘッド
（ｏｖｅｒｈｅａｄ）を減少させるための技術に対して説明する。以下、本発明は直交周
波数分割多重（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌ
ｔｉｐｌｅｘｉｎｇ、以下「ＯＦＤＭ」と称する）／直交周波数分割多重接続（Ｏｒｔｈ
ｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｔｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓ
ｓ、以下「ＯＦＤＭＡ」と称する）方式の無線通信システムを例として説明し、他の方式
の無線通信システムにも同様に適用され得る。以下の説明で、バーストサイズは送信する
情報（ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）のビットサイズを意味し、資源サイズは実際に送信され
る物理的な資源ユニット（ＲＵ：Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｕｎｉｔ）の個数を意味する。
【００１８】
　図１は、本発明による広帯域無線通信システムにおけるフレーム構造を示す図である。
【００１９】
　前記図１に示すように、複数のフレーム（ｆｒａｍｅ）１２０で一つのスーパーフレー
ム（ｓｕｐｅｒｆｒａｍｅ）１１０が構成される。そして、各フレーム１２０は複数の副
フレーム（ｓｕｂｆｒａｍｅ）１３０で構成され、各副フレーム１３０は複数のＯＦＤＭ
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Ａシンボルで構成される。資源割当は各副フレーム１３０内の資源を対象として行われ、
各副フレーム１３０内の資源は資源ユニット（ＲＵ：Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｕｎｉｔ）１４
０単位に割当される。即ち、基地局と通信を行う端末は、定数個の資源ユニット１４０が
割当される。
【００２０】
　よって、マップメッセージは副フレーム１３０別に端末へ送信される。この際、マップ
メッセージに含まれる資源割当情報を含むマップＩＥ（Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｅｌｅ
ｍｅｎｔ）の各々は、該当マップＩＥを受信しなければならない端末に割当された固有シ
ーケンス（ｓｅｑｕｅｎｃｅ）を利用してＣＲＣ（Ｃｙｃｌｉｃ　Ｒｅｄｕｎｄａｎｃｙ
　Ｃｈｅｃｋ）及びスクランブル（ｓｃｒａｍｂｌｉｎｇ）のうち少なくとも一つの処理
を行う。それで、各端末は、マップＩＥの各々を自己に割当された固有シーケンスでＣＲ
Ｃ検査及びデスクランブル（ｄｅｓｃｒａｍｂｌｉｎｇ）のうち少なくとも一つを行うこ
とによって、自己のためのマップＩＥを識別しなければならない。このマップＩＥエンコ
ーディング方式を分離コーディング（ｓｅｐａｒａｔｅ　ｃｏｄｉｎｇ）という。
【００２１】
　一方、前記広帯域無線通信システムの基地局は、端末に対して資源を割当てて、これに
よって決定される資源割当情報をマップＩＥまたは追加的な制御メッセージを介して端末
へ送信する。ここで、前記マップＩＥまたは追加的な制御メッセージは、副フレーム１３
０別に端末へ送信される。よって、端末は各副フレーム１３０内にあるマップＩＥまたは
マップＩＥを介して確認される位置に存在する追加的な制御メッセージを受信して、自己
の受信データ領域または送信データ領域を確認して該当領域を介して基地局とデータを送
受信する。
【００２２】
　前記資源割当情報には、割当された資源の位置及びサイズ、変調方式、符号化率などの
大量の情報が含まれており、基地局は各端末に対する資源割当に対して個別的に資源割当
情報を送信し、各端末は自己の資源割当情報を受信しなければならない。このように、基
地局は資源割当のために大量の情報を資源割当情報として端末へ送信することになるので
、一つの副フレーム１３０内でお互い異なる複数の端末に資源を割り当てると、複数の端
末に対する各々の資源割当情報によってオーバーヘッドが高くなりデータ送信率が落ちて
しまう。
【００２３】
　この個別資源割当方式の問題を改善するためにグループ資源割当方式（ＧＲＡ、Ｇｒｏ
ｕｐ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ａｌｌｏｃａｔｉｏｎ）が提案されている。前記グループ資源
割当方式とは、一つ以上の複数の端末をグループに括り、各端末を指示する識別情報をビ
ットマップ（ｂｉｔｍａｐ）に代替することによって、資源割当情報のオーバーヘッド（
ｏｖｅｒｈｅａｄ）を減少させるための技術である。前記グループ資源割当方式が適用さ
れる場合、基地局はグループに加入（ｉｎｃｌｕｓｉｏｎ）された各端末への資源割当可
否を前記ビットマップを介して指示し、資源が割当された少なくとも一つの端末に対する
資源割当情報のみを該当端末へ送信する。よって、前記グループ資源割当方式が適用され
る場合、基地局はグループに加入された端末にビットマップ内の各端末に対応するビット
の位置を報知しなければならない。言い換えると、基地局は前記ビットマップ内のビット
のうちどのビットがどの端末に対応するかをグループ内の端末に報知しなければならない
。
【００２４】
　図２は、本発明の実施例による広帯域無線通信システムにおけるグループ資源割当方式
に応じるコードブック基盤の資源割当情報の構成例を示す図である。
【００２５】
　前記図２に示すように、基地局２００は、端末２１０－１～２１０－６とグループ構成
関連折衝（ｎｅｇｏｔｉａｔｉｏｎ）手順を行って一つのグループにくくる端末（２１０
－１，２１０－３，２１０－４，２１０－６）を構成し、該当グループに対する指標（ｐ
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ａｒａｍｅｔｅｒ）別のコードブックを生成する。ここで、前記指標には資源のサイズ（
ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｓｉｚｅ）とバーストサイズ（ｂｕｒｓｔ　ｓｉｚｅ）などがあり、
前記折衝手順は使用しようとする資源サイズ候補及びバーストサイズ候補を報知してこれ
に対する受諾可否を受信する手順を意味する。
【００２６】
　さらに、基地局２００はこれを基にグループ構成メッセージ（Ｇｒｏｕｐ　Ｃｏｎｆｉ
ｇｕｒａｔｉｏｎ　Ｍｅｓｓａｇｅ）２０１を生成し、グループに加入された端末（２１
０－１，２１０－３，２１０－４、２１０－６）に送信する。前記グループ構成メッセー
ジ２０１は、グループを構成する端末２１０－１，２１０－３，２１０－４，２１０－６
の識別子２０２及びこれに応じる端末２１０－１，２１０－３，２１０－４，２１０－６
の順位と、グループの属性に対する情報２０３、そしてグループ資源割当メッセージ２０
５を送信する際に送信されるビットマップの各指標（ｐａｒａｍｅｔｅｒ）別のコードブ
ック（ｃｏｄｅｂｏｏｋ）生成情報２０４とを含めて構成される。ここで、前記グループ
を構成する端末２１０－１，２１０－３，２１０－４，２１０－６の順位は、今後送信さ
れるグループ資源割当メッセージ２０５で使用されるユーザビットマップ２０６内の各端
末２１０－１，２１０－３，２１０－４，２１０－６に対応するビットの位置として活用
される。また、前記グループを構成する端末２１０－１，２１０－３，２１０－４，２１
０－６は、前記各指標別のコードブック生成情報２０４を基に基地局２００と同じ各指標
別のコードブックを生成する。
【００２７】
　前記グループ構成メッセージ２０１を送信した後、グループ資源割当周期が到来すると
、基地局２００は該当グループ内の端末２１０－１，２１０－３，２１０－４，２１０－
６に対して資源を割当てて、グループ資源割当メッセージ（Ｇｒｏｕｐ　Ｒｅｓｏｕｒｃ
ｅ　Ａｌｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｍｅｓｓａｇｅ）２０５を生成してグループ内の端末２１０
－１，２１０－３，２１０－４，２１０－６に送信する。前記グループ資源割当メッセー
ジ２０５は、ユーザビットマップ（ｕｓｅｒ　ｂｉｔｍａｐ）２０６と各指標別の資源割
当ビットマップ（ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ａｌｌｏｃａｔｉｏｎ　ｂｉｔｍａｐ）２０７とで
構成される。前記ユーザビットマップ２０６は該当グループを構成している端末２１０－
１，２１０－３，２１０－４，２１０－６に対する資源割当可否を端末２１０－１，２１
０－３，２１０－４，２１０－６の順位に従ってビットマップで表したもので、グループ
内の各端末２１０－１，２１０－３，２１０－４，２１０－６は、前記ユーザビットマッ
プ内の自己に対応するビットの位置において１ビット情報を確認することによって該当副
フレームにおける自己に割当された資源が存在するか否かを判断できる。前記各指標別の
資源割当ビットマップ２０７は、前記ユーザビットマップ２０６から資源割当が決定され
た端末２１０－３，２１０－６に限ってその順位通りに、該当端末２１０－３，２１０－
６に割当された資源の位置／サイズ／属性などをビットマップで表現したもので、これは
各指標別のコードブックを基盤にして構成される。
【００２８】
　例えば、前記図２に示すように、ユーザビットマップ２０６の第１ビットは第１端末２
１０－１と、第２ビットは第３端末２１０－３と、第３ビットは第４端末２１０－４と、
第４ビットは第６端末２１０－６と対応する。前記ユーザビットマップ２０６の第２ビッ
ト及び第４ビットが「１」に設定されているので、前記グループ資源割当メッセージ２０
５を受信した第３端末２１０－３と第６端末２１０－６は自己に資源が割当されたことを
認識し、第１端末２１０－１と第４端末２１０－４は自己に資源が割当されてないことを
認識することができる。これによって、第３端末２１０－３と第６端末２１０－６は、前
記各指標別の資源割当ビットマップ２０７を介して自己に割当された資源の位置／サイズ
／属性などを把握することができる。
【００２９】
　ここで、前記指標には資源の位置とサイズ（ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｓｉｚｅ）、ＭＣＳレ
ベル、バーストサイズ（ｂｕｒｓｔ　ｓｉｚｅ）、ＭＩＭＯアンテナ情報、パイロットス
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トリーム情報（ｐｉｌｏｔ　ｓｔｒｅａｍ　ｉｎｄｅｘ）、データパケットのＩＤなどが
含まれることがある。本発明では、前記指標の中で、資源の位置とサイズそしてこれに対
するＭＣＳレベルまたはバーストのサイズを端末２１０－３，２１０－６に報知するため
の指標として、資源のサイズ（ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｓｉｚｅ）とバーストサイズ（ｂｕｒ
ｓｔ　ｓｉｚｅ）を利用して、基地局２００は資源のサイズに対する資源割当ビットマッ
プとバーストサイズに対する資源割当ビットマップを端末２１０－３，２１０－６へ送信
する。ここで、前記資源のサイズに対する資源割当ビットマップとバーストサイズに対す
る資源割当ビットマップは、資源のサイズとバーストサイズを同時に表す一つのビットマ
ップとして使用されてもよい。
【００３０】
　これによって、前記ユーザビットマップ２０６から資源割当が決定された端末２１０－
３，２１０－６は、システムフレーム構造２０８内のグループ資源割当領域の開始位置か
らグループ内の資源が割当された端末の割当資源のサイズ（ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｓｉｚｅ
）を順次に累積することによって前記自己に割当された資源の位置を把握することができ
る。また、前記ユーザビットマップ２０６で資源割当が決定された端末２１０－３，２１
０－６は、自己に割当された資源のサイズとバーストサイズを基に既定義または既生成の
コードブックを参照して端末そのものに割当された資源のＭＣＳレベルを把握するか、ま
たはシステムで既定義の方式でＭＣＳレベルを把握することができる。
【００３１】
　また、その他のＭＩＭＯアンテナ情報、パイロットストリーム情報、データパケットの
ＩＤなどに対しても、同様に、基地局が端末へコードブック生成情報を送信して、基地局
と端末間で同じコードブックを生成し、これを基に端末が自己に資源が割当される際に使
用されるＭＩＭＯアンテナ情報、パイロットストリーム情報、データパケットのＩＤなど
を把握することができる。
【００３２】
　ここで、前記グループ構成メッセージ２０１は、マップ（ＭＡＰ）メッセージ内に含ま
れるマップＩＥとして送信されるグループ構成マップＩＥ（Ｇｒｏｕｐ　Ｃｏｎｆｉｇｕ
ｒａｔｉｏｎ　ＭＡＰ　ＩＥ）か、またはシステムで指定するかマップメッセージで指定
した位置のメッセージ（ｍｅｓｓａｇｅ）領域で送信されえる。前記グループ資源割当メ
ッセージ２０５は、同様に、マップメッセージ内に含まれるマップＩＥとして送信される
グループ資源割当マップＩＥ（Ｇｒｏｕｐ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ａｌｌｏｃａｔｉｏｎ　
ＭＡＰ　ＩＥ）か、またはシステムで指定するかマップメッセージで指定した位置のメッ
セージ領域で送信されえる。
【００３３】
　図３は、本発明の実施例による広帯域無線通信システムにおけるグループ資源割当方式
に応じるコードブック基盤の資源割当情報を用いるための基地局と端末との間の全動作方
法を示す図である。
【００３４】
　前記図３に示すように、端末３００と基地局３２０は、グループ構成関連折衝手順を行
う（ステップ３０１）。
【００３５】
　以後、前記基地局３２０は、前記端末３００を含めて一つ以上の複数の端末を一つのグ
ループに構成し、該当グループに対する資源サイズコードブック及びバーストサイズコー
ドブックを生成した後、グループ構成情報を含むグループ構成メッセージを生成する（ス
テップ３０２）。ここで、前記グループ構成メッセージに含まれるグループ構成情報には
、グループを構成する端末３００の識別子及びこれに応じる端末３００の順位と、グルー
プの属性に対する情報、資源サイズコードブック生成情報及びバーストサイズコードブッ
ク生成情報などが含まれる。
【００３６】
　以後、前記基地局３２０は前記生成されたグループ構成メッセージを前記構成されたグ
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ループ内の端末３００へ送信する（ステップ３０３）。
【００３７】
　以後、前記グループ構成メッセージを受信したグループ内の端末３００は、前記グルー
プ構成メッセージ内のグループを構成する端末３００の識別子情報を確認して自己が前記
グループ内に属するか否かを判断する（ステップ３０４）。もし、自己が前記グループ内
に属していると判断される場合、前記グループ内の端末３００は前記グループ構成メッセ
ージ内の資源サイズコードブック生成情報及びバーストサイズコードブックを確認し（ス
テップ３０５）、これを基に資源サイズコードブック及びバーストサイズコードブックを
生成して保存する（ステップ３０６）。
【００３８】
　一方、グループ資源割当周期が到来すると、前記基地局３２０はスケジューリングを介
して該当副フレーム内でグループ資源割当する端末及び該当各端末に割当する資源を決定
し、前記資源サイズコードブック及びバーストサイズコードブックを基盤に、グループ資
源割当情報を含むグループ資源割当メッセージを生成する。また、前記基地局３２０はダ
ウンリンク副フレームを介して端末へ送信するダウンリンクデータを生成する（ステップ
３０７）。ここで、前記グループ資源割当メッセージに含まれるグループ資源割当情報に
は、該当グループを構成している端末３００に対する資源割当可否を端末３００の順位に
応じてビットマップで表現したユーザビットマップと、前記ユーザビットマップで資源割
当が決定された端末３００に限ってその順位通り、該当端末３００に割当された資源のサ
イズ及びバーストのサイズをビットマップで表現した資源のサイズに対する資源割当ビッ
トマップとバーストサイズに対する資源割当ビットマップなどが含まれる。前記グループ
資源割当メッセージに含まれる資源サイズに対する資源割当ビットマップは、資源サイズ
コードブック内に含まれる一つ以上のコードワードが接続された形を有し、同様にバース
トサイズに対する資源割当ビットマップはバーストサイズコードブック内に含まれた一つ
以上のコードワードが接続された形を有する。
【００３９】
　以後、前記基地局３２０は前記生成されたグループ資源割当メッセージを前記生成され
たダウンリンクデータと共に前記構成されたグループ内の端末３００へ送信する（ステッ
プ３０８）。
【００４０】
　以後、前記グループ資源割当メッセージを受信したグループ内の端末３００は、前記グ
ループ資源割当メッセージ内のユーザビットマップを確認して自己が該当副フレームで資
源が割当されるか否かを判断する（ステップ３０９）。もし、自己が該当副フレームで資
源が割当されたと判断される場合、前記グループ内の端末３００は前記ステップ３０６で
生成した資源サイズコードブック及びバーストサイズコードブックを基に、前記グループ
資源割当メッセージ内の資源のサイズに対する資源割当ビットマップとバーストサイズに
対する資源割当ビットマップを解析する（ステップ３１０）。前記解析を介して、前記グ
ループ内の端末３００は、自己に割当された資源のサイズ及びバーストのサイズを把握す
ることができ、前記把握された資源のサイズ及びバーストのサイズを基に自己に割当され
た資源の位置及びＭＣＳレベルを把握することができる。
【００４１】
　以後、前記グループ内の端末３００は、このように解析された資源のサイズに対する資
源割当ビットマップとバーストサイズに対する資源割当ビットマップを基に基地局３２０
と通信を行う（ステップ３１１）。即ち、前記グループ内の端末３００は、ダウンリンク
の場合に共に受信されたグループ資源割当メッセージ内の資源割当ビットマップを介して
把握した資源の位置及びサイズにおいて自己のダウンリンクデータを受信し、アップリン
クの場合に資源割当ビットマップを介して把握した資源の位置及びサイズにおいて自己の
アップリンクデータを送信することができる。
【００４２】
　ここで、前記グループ資源割当のためのグループ構成メッセージに対して具体的に説明
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すると以下と同様である。上述したように、前記グループ構成メッセージは、グループを
構成する端末の識別子及びこれに応じる端末順位と、グループ属性に対する情報、そして
各指標別のコードブック生成に対する情報を含めることがある。
【００４３】
　まず、グループを構成する端末の識別子及びこれに応じる端末の順位は、グループ構成
メッセージ内の指定された部分においてグループに属する端末のＩＤを連続的に羅列する
ことによって送信が行われる。下記の表１は、この方法に対する例を示している。
【００４４】
【表１】

【００４５】
　ここで、前記表１に示すように、グループを構成する端末の識別子は端末＃０、＃２、
＃４、＃７、＃１０、＃１１、＃１２で構成されてもよく、前記グループを構成する端末
の資源割当順位またはビットマップ解析順位は端末＃０、＃２、＃４、＃７、＃１０、＃
１１、＃１２の順位と同じく構成されえる。
【００４６】
　続いて、グループ属性は、グループ内の端末に対して個別的な情報送信が不要の同値ま
たは共通値を有する指標に対して基地局と端末の間の既に定められた方法で構成されて送
信されることがあり、これはシステム具現及び特性によって略されることもある。
【００４７】
　最後に、指標別のコードブック生成情報に対して説明すると以下と同様である。前記指
標別のコードブックは、端末が基地局から資源割当ビットマップを受信した時、該当資源
割当ビットマップを解析するために参照する該当指標のコードブックであり、該当ビット
マップ内の各ビット値が意味する指標値を定義する。下記の表２は、端末が、資源のサイ
ズという指標に対して各ビットマップを受信した場合に、受信されたビットマップを解析
する方法に対する例を示している。
【００４８】
【表２】

【００４９】
　ここで、前記表２に示すように、ビットマップインデックス「１」は資源割当ビットマ
ップ「００１」の値で端末に送信されることがあり、これを受信した端末は該当資源割当
ビットマップ値に対応する資源サイズコードブック値を資源のサイズ「２個」と解析する
ことができる。
【００５０】
　一方、この指標別のコードブックを使用することにおいて、特定指標が有しえる指標値
の範囲が広いか、特定指標を生成する場合の数が多すぎる場合、ビットマップを使用して
送信が実行されたことにもかかわらず各端末に対する該当指標のためのビット数が多すぎ
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ドを減らすための制限された形のコードブックを使用する。例えば、前記表２で資源のサ
イズという指標が有しえる指標値が１から６４までの６４個である場合、該当副フレーム
において資源が割当された端末がＮ個である場合、１から６４までを表現するために６ｂ
ｉｔが必要とされるので、計６ｂｉｔ×Ｎ（個）、つまり６Ｎ　ｂｉｔが必要となる。し
かし、該当指標が有しえる指標値を８個と制限された副集合（ｓｕｂｓｅｔ）に代替する
と、８個の指標値を表現するために３ｂｉｔが必要とされるので、計３ｂｉｔ×Ｎ（個）
、つまり３Ｎ　ｂｉｔにオーバーヘッドを減らすことになる。
【００５１】
　このように制限された形のコードブックを基地局と端末間の共有する方法として以下の
４つの方法がある。
【００５２】
　第１方法は、基地局と端末を含むシステムにおいて予め定めて制限されたコードブック
を利用する方法である。この場合、基地局はグループ構成メッセージを介してコードブッ
ク生成情報に対して送信する必要がなくなり、端末もこれを受信する必要がない。
【００５３】
　第２方法は、基地局と端末を含むシステムにおいて予め定められた一つ以上の複数コー
ドブック副集合（ｓｕｂｓｅｔ）を含む集合（ｓｅｔ）に対する情報を共有し、これを活
用してグループ構成メッセージとしては該当指標の該当グループに適切なコードブック副
集合（ｃｏｄｅｂｏｏｋ　ｓｕｂｓｅｔ）を示すコードブックインデックス（Ｃｏｄｅｂ
ｏｏｋ　Ｉｎｄｅｘ）のみを送信することによって、基地局と端末が同じコードブック副
集合を参照してビットマップを解析する方法である。この方法を利用すると、初期グルー
プ構成情報を共有する時にだけ端末へコードブックインデックスを送信すればいいので、
オーバーヘッドの増加も大きくならず、後のコードブックインデックス変更を通じて適応
可能のグループ属性の変更ができるので適応性（ａｄａｐｔｉｖｅ）のあるグループ資源
割当が可能である利点がある。
【００５４】
　下記の表３は、コードブック副集合を含む集合に対する例を示している。ここで、基地
局はグループ構成メッセージを介して資源のサイズという指標に対して該当グループに適
切なコードブック副集合を示すコードブックインデックスを端末に送信した後、前記コー
ドブック副集合を基盤にして資源割当ビットマップを端末へ送信する。この際、グループ
内の端末は、先に受信されたコードブックインデックスに該当するコードブック副集合を
検索して検索されたコードブック副集合を基盤にして資源割当ビットマップを解析するこ
とができる。
【００５５】
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【表３】

【００５６】
　ここで、前記表３に示すように、基地局はグループ構成メッセージを介して資源のサイ
ズという指標に対して該当グループに適切なコードブック副集合を示すコードブックイン
デックス＃１を端末に送信した後、前記コードブック副集合を基盤にして資源割当ビット
マップ「００１」の値でビットマップインデックス「１」を端末へ送信することができる
。これを受信した端末は、先に受信されたコードブックインデックス＃１に該当するコー
ドブック副集合を検索し、検索されたコードブック副集合を基盤にして資源割当ビットマ
ップ「００１」値に対応する資源サイズコードブック値を検索して自己に割当された資源
のサイズが「１０個」であることを解析することができる。
【００５７】
　第３方法は、グループ構成メッセージを介して該当指標のコードブックを構成できる全
要素に対して羅列したグループ資源構成ビットマップを設定し、これを介して各要素の使
用可否を送信する方法である。
【００５８】
　下記の表４は、グループ資源構成ビットマップに対する例を示している。
【００５９】
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【表４】

【００６０】
　ここで、前記表４に示すように、基地局がグループ資源構成ビットマップとして「００
１０１１１０１０１０１０１０」の１６ビットのビットマップを端末に送信すると、端末
は前記グループ資源構成ビットマップを介して資源のサイズという指標のコードブックを
構成する要素が、３個（０００）、５個（００１）、６個（０１０）、７個（０１１）、
９個（１００）、１１個（１０１）、１３個（１１０）、１５個（１１１）の資源のサイ
ズを有することを確認し、該当要素で構成されたコードブックを生成することができる。
これによって基地局と端末は同じコードブックを共有することになる。下記の表５は、前
記表４のグループ資源構成ビットマップを介して基地局と端末との間において共有するコ
ードブックに対する例を示している。
【００６１】
【表５】

【００６２】
　第４方法は、該当指標のコードブックそのものを、グループ構成メッセージを送信する
たびに送信する方法である。この方法で、基地局は各ビットマップインデックスに該当す
る資源のサイズコードブックを、グループ構成メッセージを送信するたびに端末に送信し
、前記資源のサイズコードブックを基に資源割り当てビットマップを端末へ送信する。こ
の際、グループ内の端末は、まず、最近に受信した資源のサイズコードブックを基盤にし
て資源割当ビットマップを解析し、自己に割当された資源のサイズを把握することができ
る。下記の表６は、各ビットマップインデックスに該当する資源のサイズコードブックに
対する例を示している。
【００６３】



(14) JP 2013-510536 A 2013.3.21

10

20

30

40

50

【表６】

【００６４】
　ここで、上述のように制限された形のコードブックを基地局と端末との間において共有
する４つの方法は、それぞれ別々に運営されることもあり、一つ以上の方法が混合された
形に運営されることもある。例えば、資源のサイズという指標が有しえる指標値が１から
６４までの６４個である場合、基地局はグループ資源割当時に前記第１方法を利用して予
め定義された形、例えば、１から１６までの指標値のみ使用すると端末と協議し、さらに
前記第３方法を利用して前記協議された１から１６までの指標値に対してコードブックを
形成する方法を端末へ送信することができる。
【００６５】
　図４は、本発明の実施例による広帯域無線通信システムにおけるグループ資源割当方式
に応じるコードブック基盤の資源割当情報を用いるための基地局の動作方法を示す図であ
る。
【００６６】
　前記図４に示すように、基地局は、ステップ４０１で端末とグループ構成関連折衝手順
を行う。前記折衝手順の実行によって基地局は、ステップ４０３で前記端末を含めて一つ
以上の複数の端末を一つのグループに構成し、グループ属性を決定し前記グループに対す
る資源サイズコードブック及びバーストサイズコードブックを生成する。
【００６７】
　ここで、以後でも端末の追加／削除を介して前記グループを構成する端末の変更が可能
であり、グループ構成メッセージ内のグループの属性や特定指標のコードブック生成情報
などの変更も可能である。この変化が感知される場合、前記基地局は新たなグループを生
成するか、または新しいグループ属性情報を作成するか、または特定指標の新たなコード
ブック生成情報を作成し、これをグループ構成メッセージを介して更に端末へ送信しなけ
ればならない。また、グループ内の端末やグループ構成メッセージに変更事項が存在しな
くとも周期的グループ構成メッセージ送信周期が到来するとグループ構成メッセージを新
しく生成してこれを端末へ送信するべきである。
【００６８】
　よって、前記グループを構成した後で基地局は、ステップ４０５で前記グループに追加
される端末が存在するか否かを検査する。
【００６９】
　前記ステップ４０５で前記グループに追加される端末が存在する際、前記基地局はステ
ップ４１１に進めて資源サイズコードブック生成情報及びバーストサイズコードブック生
成情報を作成し、ステップ４１３でグループ構成情報を含むグループ構成メッセージを生
成してグループ内の端末へ送信した後、ステップ４１５に進む。ここで、前記グループ構
成メッセージに含まれるグループ構成情報には、グループを構成する端末の識別子及びこ
れに応じる端末の順位と、グループの属性に対する情報、資源サイズコードブック生成情
報及びバーストサイズコードブック生成情報などが含まれる。
【００７０】
　一方、前記ステップ４０５で前記グループに追加される端末が存在しない場合、前記基
地局はステップ４０７に進めて以前にグループ内の端末に送信されたグループ構成メッセ
ージに対して変更事項が存在するか否かを検査する。
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【００７１】
　前記ステップ４０７で、以前にグループ内の端末に送信されたグループ構成メッセージ
に対して変更事項が存在する場合、前記基地局はステップ４１１に進めて以下のステップ
を行う。
【００７２】
　一方、前記ステップ４０７で以前にグループ内の端末に送信されたグループ構成メッセ
ージに対して変更事項が存在しない場合、前記基地局はステップ４０９でグループ構成メ
ッセージ送信周期が到来したか否かを検査する。
【００７３】
　前記ステップ４０９で、グループ構成メッセージ送信周期が到来した場合、前記基地局
はステップ４１１に進めて以下のステップを行う。
【００７４】
　一方、前記ステップ４０９で、グループ構成メッセージ送信周期が到来しなかった場合
、前記基地局はステップ４１５に進めて以下のステップを行う。
【００７５】
　以後、前記基地局は、ステップ４１５でグループ資源割当周期が到来したか否かを検査
する。
【００７６】
　前記ステップ４１５で、グループ資源割当周期が到来してないと判断される場合、前記
基地局はステップ４０５に戻って以下のステップを繰り返して行う。
【００７７】
　一方、前記ステップ４１５で、グループ資源割当周期が到来していると判断される場合
、前記基地局は、ステップ４１７でグループ内の端末に対する資源割当を介して該当副フ
レーム内でグループ資源割当する端末及び該当各端末に割当する資源を決定し、ステップ
４１９で前記決定に従うグループ内の端末に対する資源割当可否を、端末の順位に応じて
ビットマップで表現しユーザビットマップを生成する。
【００７８】
　以後、前記基地局はステップ４２１で前記ユーザビットマップで資源割当が決定された
端末に限ってその順位通りに、前記生成した資源サイズコードブック及びバーストサイズ
コードブックを基盤にして、該当端末に割当された資源のサイズ及びバーストのサイズを
ビットマップで表現し資源のサイズに対する資源割当ビットマップとバーストサイズに対
する資源割当ビットマップを生成する。
【００７９】
　以後、前記基地局はステップ４２３で前記生成されたユーザビットマップと資源のサイ
ズに対する資源割当ビットマップとバーストサイズに対する資源割当ビットマップを含む
グループ資源割当メッセージを生成してグループ内の端末へ送信する。ここで、前記基地
局はダウンリンク副フレームを介して端末へ送信するダウンリンクデータを生成して、前
記生成されたグループ資源割当メッセージと共に前記生成されたダウンリンクデータを前
記グループ内の端末へ送信する。
【００８０】
　以後、前記基地局はステップ４２５で前記資源のサイズに対する資源割当ビットマップ
とバーストサイズに対する資源割当ビットマップを基にグループ内の端末に割当された資
源を介してグループ内の該当端末と通信を行った後、前記ステップ４０５に戻って以下の
ステップを繰り返して行う。即ち、前記基地局は、ダウンリンク通信の場合にダウンリン
クグループ資源割領域域を介してダウンリンクデータまたはトラフィック（ｔｒａｆｆｉ
ｃ）を端末へ送信し、アップリンク通信の場合にアップリンクグループ資源割当領域を介
して端末からデータまたはトラフィックを受信する。
【００８１】
　図５は、本発明の実施例による広帯域無線通信システムにおけるグループ資源割当方式
に応じるコードブック基盤の資源割当情報を用いるための端末の動作方法を示す図である
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。
【００８２】
　前記図５に示すように、端末は、ステップ５０１で基地局とグループ構成関連折衝手順
を行う。
【００８３】
　以後、前記端末はステップ５０３で前記基地局からグループ構成メッセージが受信され
るか否かを検査する。ここで、前記グループ構成メッセージは、グループを構成する端末
の識別子及びこれによる端末の順位と、グループの属性に対する情報、資源サイズコード
ブック生成情報及びバーストサイズコードブック生成情報を含めて構成される。
【００８４】
　前記ステップ５０３で、前記基地局からグループ構成メッセージが受信されない場合、
前記端末は前記ステップ５０１に戻って以下のステップを繰り返して行う。
【００８５】
　一方、前記ステップ５０３で、前記基地局からグループ構成メッセージが受信される場
合、前記端末はステップ５０５で前記受信されたグループ構成メッセージ内のグループ構
成端末の識別子情報を確認し、ステップ５０７に進めて前記確認されたグループ構成端末
の識別子情報を介して自己が前記グループ内に属するか否かを判断する。
【００８６】
　前記ステップ５０７で、端末そのものが前記グループ内に属してないと判断される場合
、前記端末は前記ステップ５０１に戻って以下のステップを繰り返して行う。
【００８７】
　一方、前記ステップ５０７で、端末そのものが前記グループ内に属していると判断され
る場合、前記端末はステップ５０９で前記グループ構成メッセージ内の資源サイズコード
ブック生成情報及びバーストサイズコードブックを生成情報を確認し、ステップ５１１で
これを基に資源サイズコードブック及びバーストサイズコードブックを生成して保存する
。
【００８８】
　以後、前記端末は、ステップ５１３でグループ資源割当メッセージが受信されるか否か
を検査する。ここで、前記グループ資源割当メッセージは、該当グループを構成している
端末に対する資源割当可否を端末の順位に応じてビットマップで表現したユーザビットマ
ップと、前記ユーザビットマップで資源割当が決定された端末に限ってその順位通りに、
該当端末に割当された資源のサイズ及びバーストのサイズをビットマップで表現した、資
源のサイズに対する資源割当ビットマップとバーストサイズに対する資源割当ビットマッ
プを含めて構成される。前記グループ資源割当メッセージは、ダウンリンクデータと共に
ダウンリンク副フレームを介して端末によって受信される。
【００８９】
　前記ステップ５１３で、グループ資源割当メッセージが受信される場合、前記端末は、
ステップ５１５で前記グループ資源割当メッセージ内のユーザビットマップを確認し、ス
テップ５１７で前記確認されたユーザビットマップを介して自己が該当副フレームで資源
が割当されるか否かを判断する。
【００９０】
　前記ステップ５１７で、自己が該当副フレームで資源が割当されたと判断される場合、
前記端末はステップ５１９で前記グループ資源割当メッセージ内の資源のサイズに対する
資源割当ビットマップとバーストサイズに対する資源割当ビットマップを確認し、ステッ
プ５２１で前記生成した資源サイズコードブック及びバーストサイズコードブックを基に
、前記確認された資源のサイズに対する資源割当ビットマップとバーストサイズに対する
資源割当ビットマップを解析して自己に割当された資源のサイズ及びバーストサイズを確
認する。ここで、前記端末は、前記確認された資源のサイズ及びバーストのサイズを基に
、自己に割当された資源の位置及びＭＣＳレベルを把握することができる。
【００９１】
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　以後、前記端末は、ステップ５２３で前記確認された資源のサイズ及びバーストサイズ
を基に自己に割当された資源を介して基地局と通信を行った後、前記ステップ５１３に戻
って以下のステップを繰り返して行う。即ち、前記端末は、ダウンリンク通信の場合にダ
ウンリンクグループ資源割当領域を介してダウンリンクデータまたはトラフィック（ｔｒ
ａｆｆｉｃ）を基地局から受信し、アップリンク通信の場合にアップリンクグループ資源
割当領域を介して基地局からデータまたはトラフィックを送信する。
【００９２】
　一方、前記ステップ５１３で、グループ資源割当メッセージが受信されなかったか、ま
たは前記ステップ５１７で、自己が該当副フレームで資源が割当されなかったと判断され
る場合、前記端末は前記ステップ５１３に戻って以下のステップを繰り返して行う。
【００９３】
　図６は、本発明の実施例による広帯域無線通信システムにおける端末のブロック構成を
示す図である。
【００９４】
　図示するように、端末はＲＦ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）受信機６０２、ＯＦ
ＤＭ復調機６０４、副搬送波ディマッピング機６０６、データ処理機６０８、副搬送波マ
ッピング機６１０、ＯＦＤＭ変調機６１２、ＲＦ送信機６１４、メッセージ解析機６１６
、メッセージ生成機６１８、制御部６２０を含めて構成される。
【００９５】
　前記図６に示すように、前記ＲＦ受信機６０２はアンテナを介して受信されるＲＦ帯域
信号を基底帯域信号に変換する。前記ＯＦＤＭ変調機６０４は、前記基底帯域信号をＯＦ
ＤＭシンボル単位に分割し、ＣＰ（Ｃｙｃｌｉｃ　Ｐｒｅｆｉｘ）を除去した後、ＦＦＴ
（Ｆａｓｔ　Ｆｏｕｒｉｅｒ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ）演算を介して副搬送波別の信号を復
元する。前記副搬送波ディマッピング機６０６は、前記副搬送波別の信号を処理単位に区
分して、データ信号を前記データ処理機６０８に、メッセージ信号を前記メッセージ解析
機６１６に提供する。前記データ処理機６０８は、前記データ信号を復調及びチャンネル
復号することによってデータ受信ビット列を復元し、送信データビット列をチャンネル符
号化及び変調することによって送信データ信号を生成する。前記副搬送波マッピング機６
１０は、前記データ処理機６０８から提供されるデータ信号及び前記メッセージ生成機６
１８から提供されるメッセージ信号を副搬送波にマッピングする。前記ＯＦＤＭ変調機６
１２はＩＦＦＴ（Ｉｎｖｅｒｓｅ　Ｆａｓｔ　Ｆｏｕｒｉｅｒ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ）演
算を介して前記副搬送波にマッピングされた信号を時間領域信号に変換し、ＣＰを挿入す
ることによってＯＦＤＭシンボルを構成する。前記ＲＦ送信機６１４は、前記ＯＦＤＭシ
ンボルをＲＦ帯域の信号にアップコンバートした後、前記ＲＦ帯域信号をアンテナを介し
て送信する。
【００９６】
　前記メッセージ解析機６１６は、基地局から受信されるメッセージ信号からメッセージ
ビット列を復元する。そして、前記メッセージ解析機６１６は、前記メッセージビット列
を解析することによって前記メッセージに含まれた情報を確認し、確認された情報を前記
制御部６２０に提供する。特に、前記メッセージ解析機６１６は、基地局と交換されるグ
ループ構成関連折衝手順のためのメッセージを解析する。また、前記メッセージ解析機６
１６は、基地局から受信されるグループ構成メッセージを解析し、該当グループに自己が
属するか否かを確認し、該当グループに自己が属することが確認される場合、前記グルー
プ構成メッセージから資源サイズコードブック生成情報及びバーストサイズコードブック
生成情報を抽出して前記制御部６２０に提供する。この際、前記制御部６２０のコードブ
ック生成機６２２は、前記資源サイズコードブック生成情報及びバーストサイズコードブ
ック生成情報を基に資源サイズコードブック及びバーストサイズコードブックを生成する
。また、前記メッセージ解析機６１６は、基地局から受信されるグループ資源割当メッセ
ージを解析して、自己が該当副フレームから資源割当されたか否かを確認し、該当副フレ
ームから資源割当されたと確認される場合、前記制御部６２０のコードブック生成機６２
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２から提供される資源サイズコードブック及びバーストサイズコードブックを基盤にして
、前記グループ資源割当メッセージ内の資源サイズに対する資源割当ビットマップとバー
ストサイズに対する資源割当ビットマップを解析することによって自己に割当された資源
を確認する。
【００９７】
　前記メッセージ生成機６１８は、前記制御部６２０から提供される情報を含むメッセー
ジビット列を構成し、前記メッセージビット列から物理的メッセージ信号を生成する。
【００９８】
　前記制御機６２０は、前記端末の全般的機能を制御する。例えば、前記制御部６２０は
、前記メッセージ解析機６１６によって確認された割当資源からデータ信号を抽出するよ
う前記副搬送波ディマッピング機６０６を制御し、前記割当された資源でデータ信号を送
信するよう前記副搬送波マッピング機６１０を制御する。また、前記制御部６２０は、前
記メッセージ解析機６１６によって確認された情報に対応する処理を行い、送信メッセー
ジに含まれる情報を前記メッセージ生成機６１８に提供する。
【００９９】
　図７は、本発明の実施例による広帯域無線通信システムにおける基地局のブロック構成
を示す図である。
【０１００】
　図示するように、基地局は副搬送マッピング機７０２、ＯＦＤＭ変調機７０４、ＲＦ送
信機７０６、ＲＦ受信機７０８、ＯＦＤＭ復調機７１０、副搬送波ディマッピング機７１
２、データ処理機７１４、メッセージ生成機７１６、メッセージ解析機７１８、制御部７
２０を含めて構成される。
【０１０１】
　前記図７に示すように、前記副搬送波マッピング機７０２は、前記データ処理機７１４
から提供されるデータ信号及び前記メッセージ生成機７１６から提供されるメッセージ信
号を副搬送波にマッピングする。前記ＯＦＤＭ変調機７０４はＩＦＦＴ演算を介して前記
副搬送波にマッピングされた信号を時間領域信号に変換し、ＣＰを挿入することによって
ＯＦＤＭシンボルを構成する。前記ＲＦ送信機７０６は、前記ＯＦＤＭシンボルをＲＦ帯
域の信号にアップリンク変換した後、前記ＲＦ帯域信号をアンテナを介して送信する。前
記ＲＦ受信機７０８は、アンテナを介して受信されるＲＦ帯域信号を基底帯域信号に変換
する。前記ＯＦＤＭ変調機７１０は、前記基底帯域信号をＯＦＤＭシンボル単位に分割し
、ＣＰを除去した後、ＦＦＴ演算を介して副搬送波別の信号を復元する。前記副搬送波デ
ィマッピング機７１２は、前記副搬送波別の信号を処理単位に区分して、データ信号を前
記データ処理機７１４に、メッセージ信号を前記メッセージ解析機７１８に提供する。前
記データ処理機７１４は、前記データ信号を復調及びチャンネル復号することによってデ
ータ受信ビット列を復元し、送信データビット列をチャンネル符号化及び変調することに
よって送信データ信号を生成する。
【０１０２】
　前記メッセージ解析機７１８は、端末から受信されるメッセージ信号からメッセージビ
ット列を復元する。そして、前記メッセージ解析機７１８は、前記メッセージビット列を
解析することによって前記メッセージに含まれた情報を確認し、確認された情報を前記制
御部７２０に提供する。
【０１０３】
　前記メッセージ生成機７１６は、前記制御部７２０から提供される情報を含むメッセー
ジビット列を構成し、前記メッセージビット列から物理的メッセージ信号を生成する。特
に、前記メッセージ生成機７１６は、端末と交換されるグループ構成関連折衝手順のため
のメッセージを生成する。また、前記メッセージ生成機７１６は、前記制御部７２０のコ
ードブック生成部７２４から提供される一つのグループで構成された端末の識別子とグル
ープ属性情報、そして資源サイズコードブック生成情報及びバーストサイズコードブック
生成情報を含めてグループ内の端末に送信するグループ構成メッセージを生成する。また
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、前記メッセージ生成機７１６は、前記制御部７２０の資源割当機７２２から提供される
ユーザビットマップと資源のサイズに対する資源割当ビットマップ及びバーストサイズに
対する資源割当ビットマップを含めてグループ内の端末に送信するグループ資源割当メッ
セージを生成する。
【０１０４】
　前記制御機７２０は、前記基地局の全般的機能を制御する。例えば、前記制御部７２０
は、前記割当結果に応じて端末別のデータ信号を抽出するよう前記副搬送波ディマッピン
グ機７１２を制御し、前記資源割当結果に応じて端末別のデータ信号をマッピングするよ
う前記副搬送波マッピング機７０２を制御する。また、前記制御部７２０は、前記メッセ
ージ解析機７１８によって確認された情報に対応する処理を行い、送信メッセージに含ま
れる情報を前記メッセージ生成機７１６に提供する。
【０１０５】
　前記制御部７２０の資源割当機７２２は、端末に別々の資源割当方式またはグループ資
源割当方式に応じて割当する。また、前記資源割当機７２２は、前記グループ資源割当結
果に応じてグループ内の端末に対する資源割当可否を端末の順位に応じてビットマップで
表現してユーザビットマップを生成する。また、前記資源割当機７２２は、前記ユーザビ
ットマップから資源割当が決定された端末に限ってその順位通りに、前記資源サイズコー
ドブック及びバーストサイズコードブックを基盤にして、該当端末に割当された資源のサ
イズ及びバーストのサイズをビットマップで表現して資源のサイズに対する資源割当ビッ
トマップとバーストサイズに対する資源割当ビットマップを生成する。また、前記資源割
当機７２２は、前記生成されたユーザビットマップと資源のサイズに対する資源割当ビッ
トマップ及びバーストサイズに対する資源割当ビットマップを前記メッセージ生成機７１
６に提供する。
【０１０６】
　前記制御部７２０のコードブック生成機７２４は、上述の複数の端末を一つのグループ
に構成し、グループ属性を決定し前記グループに対する資源サイズコードブック及びバー
ストサイズコードブックを生成する。また、前記コードブック生成機７２４は、生成され
た資源サイズコードブック及びバーストサイズコードブックを基盤にして資源サイズコー
ドブック生成情報及びバーストサイズコードブック生成情報を生成し、前記一つのグルー
プで構成された端末の識別子とグループ属性情報、そして前記生成された資源サイズコー
ドブック生成情報及びバーストサイズコードブック生成情報を前記メッセージ生成機７１
６に提供する。
【０１０７】
　一方、本発明の詳細な説明では具体的な実施例に関して説明したが、本発明の範囲を逸
脱しない範囲内で多様な変形が可能であることはもちろんである。従って、本発明の範囲
は説明された実施例に限って決められてはならず、後述する特許請求の範囲だけでなく、
この特許請求の範囲と均等なものによって決められるべきである。
【符号の説明】
【０１０８】
　１１０　　スーパーフレーム
　１２０　　フレーム
　１３０　　副フレーム
　１４０　　資源ユニット（ＲＵ）
　２００　　基地局
　２０１　　グループ構成メッセージ
　２０２　　グループを構成する端末の識別子
　２０３　　グループの属性に対する情報
　２０４　　コードブック生成情報
　２０５　　グループ資源割当メッセージ
　２０６　　ユーザビットマップ
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　２０７　　資源割当ビットマップ
　２０８　　システムフレーム構造
　２１０－１～２１０－６　　端末
　３００　　端末
　３２０　　基地局
　６０２　　ＲＦ受信機
　６０４　　ＯＦＤＭ復調機
　６０６　　副搬送波ディマッピング機
　６０８　　データ処理機
　６１０　　副搬送波マッピング機
　６１２　　ＯＦＤＭ変調機
　６１４　　ＲＦ送信機
　６１６　　メッセージ解析機
　６１８　　メッセージ生成機
　６２０　　制御部
　７０２　　副搬送マッピング機
　７０４　　ＯＦＤＭ変調機
　７０６　　ＲＦ送信機
　７０８　　ＲＦ受信機
　７１０　　ＯＦＤＭ復調機
　７１２　　副搬送波ディマッピング機
　７１４　　データ処理機
　７１６　　メッセージ生成機
　７１８　　メッセージ解析機
　７２０　　制御部
【図１】 【図２】
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【手続補正書】
【提出日】平成24年5月11日(2012.5.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の端末を含むユーザグループの何れか一つの端末の動作方法において、
　基地局からグループ構成メッセージを受信する過程と、
　前記基地局からグループ資源割当メッセージを受信する過程と、を含み、
　前記グループ構成メッセージは、グループ資源割当のために支援されるＮ個の資源サイ
ズのうち、Ｎより小さいＭ個の資源サイズがグループ内で支援されることを指示するため
のＮビットの資源サイズビットマップを含み、
　前記グループ資源割当メッセージは、前記グループ構成メッセージに予め定義された前
記Ｍ個の資源サイズのうち何れか一つの資源のサイズを指示する資源割当ビットマップを
含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記資源サイズビットマップ内の第ｎビットが「１」に設定されている場合、前記「１
」に設定された第ｎビットは、前記Ｎ個の資源サイズのうち第ｎ資源サイズがグループ内
で支援されることを指示することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記Ｎは１６であって、前記Ｍは８であることを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
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　前記グループ構成メッセージは、前記グループ内で支援されるバーストサイズを指示す
る情報をさらに含み、
　前記資源割当ビットマップは、前記グループ構成メッセージに予め定義された前記バー
ストサイズのうち何れか一つのバーストサイズをさらに指示することを特徴とする請求項
１または２に記載の方法。
【請求項５】
　前記グループ構成メッセージに基づいて資源サイズコードブック及びバーストサイズコ
ードブックを生成する過程をさらに含むことを特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記資源サイズコードブック及びバーストサイズコードブックを用いて前記端末に割当
された資源のサイズ及びバーストのサイズを確認する過程と、
　前記確認された資源のサイズ及びバーストのサイズを基に基地局と通信する過程と、を
さらに含むことを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　複数の端末を含むユーザグループに対して資源を割当するための基地局の動作方法にお
いて、
　端末にグループ構成メッセージを送信する過程と、
　前記端末にグループ資源割当メッセージを送信する過程と、を含み、
　前記グループ構成メッセージは、グループ資源割当のために支援されるＮ個の資源サイ
ズのうち、Ｎより小さいＭ個の資源サイズがグループ内で支援されることを指示するため
のＮビットの資源サイズビットマップを含み、
　前記グループ資源割当メッセージは、前記グループ構成メッセージに予め定義された前
記Ｍ個の資源サイズのうち何れか一つの資源のサイズを指示する資源割当ビットマップを
含むことを特徴とする方法。
【請求項８】
　前記資源割当ビットマップ内の第ｎビットが「１」に設定されている場合、前記「１」
に設定された第ｎビットは、前記Ｎ個の資源サイズのうち第ｎ資源サイズがグループ内で
支援されることを指示することを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記Ｎは１６であって、前記Ｍは８であることを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記グループ構成メッセージは、前記グループ内で支援されるバーストサイズを指示す
る情報をさらに含み、
　前記資源割当ビットマップは、前記グループ構成メッセージに予め定義された前記バー
ストサイズのうち何れか一つのバーストサイズをさらに指示することを特徴とする請求項
７または請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　複数の端末と協議する過程と、
　少なくとも２個の端末を一つのグループに構成する過程と、をさらに含むことを特徴と
する請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記グループに追加される端末が存在するか否か、グループ構成メッセージに対して変
更事項が存在するか否か、グループ構成メッセージ送信周期が到来したか否かのうち少な
くとも一つを決定する過程と、
　前記グループに追加される端末が存在するか、グループ構成メッセージに対して変更事
項が存在するか、またはグループ構成メッセージの送信周期が到来したことが決定される
場合、資源サイズコードブック情報及びバーストサイズコードブック情報を作成する過程
と、をさらに含むことを特徴とする請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　複数の端末を含むユーザグループの何れか一つの端末の装置において、
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　基地局からグループ構成メッセージを受信して、前記基地局からグループ資源割当メッ
セージを受信する受信機を含み、
　前記グループ構成メッセージは、グループ資源割当のために支援されるＮ個の資源サイ
ズのうち、Ｎより小さいＭ個の資源サイズがグループ内で支援されることを指示するため
のＮビットの資源サイズビットマップを含み、
　前記グループ資源割当メッセージは、前記グループ構成メッセージに予め定義された前
記Ｍ個の資源サイズのうち何れか一つの資源のサイズを指示する資源割当ビットマップを
含むことを特徴とする装置。
【請求項１４】
　前記資源サイズビットマップ内の第ｎビットが「１」に設定されている場合、前記「１
」に設定された第ｎビットは、前記Ｎ個の資源サイズのうち第ｎ資源サイズがグループ内
で支援されることを指示することを特徴とする請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記Ｎは１６であって、前記Ｍは８であることを特徴とする請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　前記グループ構成メッセージは、前記グループ内で支援されるバーストサイズを指示す
る情報をさらに含み、
　前記資源割当ビットマップは、前記グループ構成メッセージに予め定義された前記バー
ストサイズのうち何れか一つのバーストサイズをさらに指示することを特徴とする請求項
１３または請求項１４に記載の装置。
【請求項１７】
　前記グループ構成メッセージを基に資源サイズコードブック及びバーストサイズコード
ブックを生成するコードブック生成機をさらに含むことを特徴とする請求項１６に記載の
装置。
【請求項１８】
　前記資源サイズコードブック及びバーストサイズオコードブックを用いて前記端末に割
当された資源のサイズ及びバーストのサイズを確認する制御部をさらに含み、
　前記端末は、前記確認された資源のサイズ及びバーストのサイズを基に基地局と通信す
ることを特徴とする請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　複数の端末を含むユーザグループに対して資源を割当するための基地局の装置において
、
　端末にグループ構成メッセージを送信して、前記端末にグループ資源割当メッセージを
送信する送信機を含み、
　前記グループ構成メッセージは、グループ資源割当のために支援されるＮ個の資源サイ
ズのうち、Ｎより小さいＭ個の資源サイズがグループ内で支援されることを指示するため
のＮビットの資源サイズビットマップを含み、
　前記グループ資源割当メッセージは、前記グループ構成メッセージ予め定義された前記
Ｍ個の資源サイズのうち何れか一つの資源のサイズを指示する資源割当ビットマップを含
むことを特徴とする装置。
【請求項２０】
　前記資源サイズビットマップ内の第ｎビットが「１」に設定されている場合、前記「１
」に設定された第ｎビットは、前記Ｎ個の資源サイズのうち第ｎ資源サイズがグループ内
で支援されることを指示することを特徴とする請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
　前記Ｎは１６であって、前記Ｍは８であることを特徴とする請求項２０に記載の装置。
【請求項２２】
　前記グループ構成メッセージは、前記グループ内で支援されるバーストサイズを指示す
る情報をさらに含み、
　前記資源割当ビットマップは、前記グループ構成メッセージに予め定義された前記バー
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ストサイズのうち何れか一つのバーストサイズをさらに指示することを特徴とする請求項
１９または請求項２０に記載の装置。
【請求項２３】
　複数の端末と協議し、少なくとも２個の端末を一つのグループに構成する制御部をさら
に含むことを特徴とする請求項２２に記載の装置。
【請求項２４】
　前記制御部は、前記グループに追加される端末が存在するか否か、グループ構成メッセ
ージに対して変更事項が存在するか否か、グループ構成メッセージ送信周期が到来したか
否かのうち少なくとも一つを決定し、前記グループに追加される端末が存在するか、グル
ープ構成メッセージに対して変更事項が存在するか、またはグループ構成メッセージの送
信周期が到来したことが決定される場合、資源サイズコードブック情報及びバーストサイ
ズコードブック情報を作成することを特徴とする請求項２３に記載の装置。
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